
モ ス カ

モ

　

モ
ー

　
ヨ
ル
ゲ

ン

冒
噌
σq
Φ
5

]≦
o
Φ

一
八

=
二
～
八
ニ

　

ノ

ル
ウ

ェ
ー

の
詩

人
、

民

話
作
家

、

牧
師

。

一
八
三

〇
年

ご
ろ
か

　

　

ら

ア

ス
ビ

ョ
ル

ン
セ

ン
と

と
も

に
、

ノ

ル
ウ

ェ
ー
各

地
を

歩

い

　

　
て
民
話
を

収
集

し
、

共
著

で

『
≧
9
誘
譜

凄

隷
爲
◎
§

骨
＼

ノ

ル

ウ

エ
ー

民
話
集

』
(
一
八
四

一
～
四
四
)
を

出
版

、
民

族
文
化

の
高

揚

に
貢
献

し
た

。

ほ
か

に
単

独

で

『
留

ミ
鳶
鑓

　
ミ

　
縛

鼕

b

き

隷
Q
ミ
恕
丶

禮

Gり
鷺
◎

凡

§
◎
越
譜

毎
丶ミ
ミ
鴨
織
賠
貯
ミ
ミ

ノ

ル

ウ

ェ
ー
方

言

に
よ

る
民
謡

、
小
歌

謡

』
(
四
〇
)
も

出
版
し

、
民
話

ば

か
り

で
な
く

、
三三口
語
改

革
運

動

に
も

力
を

尽
く

し
た
。

ノ

ル

ウ

ェ
ー

で
は

こ
れ
以

後
、

民
謡

の
発
掘

が
盛

ん

に
行
わ
れ

る

こ

と

に
な

っ
た
。

詩
集

『
b
尉
討

詩

』
(
四
九
)
は
、
抒
情

的
な

表
現

を

と
り
な

が
ら

も
、

当
時

の
ノ

ル
ウ

ェ
ー
農

民

の
生
活
を

題
材

に
し
た

リ
ア

ル
な
詩

が
多

く
盛

り

込
ま

れ

て

い
る
。

ま
た

、

こ

の
詩

集

に
は
、

モ
ー

の
自

然
描

写

の
巧

み

さ
、
細

部
を
も

見
逃

さ

な

い
観

察
眼

の
鋭

さ

が
感

じ
ら

れ

る
。

児
童
向

け

に
出

版
さ

れ

た
物

語
集

『
N
切
§

§
譜

§
醤

賊
警

§

災

井

戸

の
中

、
沼

の
中
』
(五

一
)
に
は
、
モ
ー
自
身

の
育

っ
た
東

ノ

ル
ウ

エ
ー

の
農

村

の
様

子

や
、
自

分

の
子

ど
も

時
代

の
思

い
出

が

生
き
生

き
と

、

し
か
も

ユ
ー

モ
ラ

ス
に
語
ら

れ

て

い
る
。
　

　

　

　

(山
口
卓
文
)

　
最

上

二
郎

囲
物

　

一
九

三

一
～

(昭

6
～

)

児
童

文

学

作

家
。

福
島

県
郡

山
市

に
生

ま
れ

る
。
福

島

大
学
学

芸
学

部
卒

業

後
、

小
学

校
教

諭
と

な
る
。

初

任
地

の
分

校
生

活

の
中

か

ら

猟

師
や

動
物

に
取

材
し

た
児
童

文
学

創
作

活

動

に
入
る
。

郷

土

性

に
根

ざ

し
た
児
童

文
学

の
創
造

と
普

及
な

ら

び
に
地

域

の
子

ど
も

の
文
化

の
推

進
を

目
的

と
す

る

「
山
彦

」

の
同
人
。

作

品

に
は
、

東
北

の
山
深
く

住
む

猟
師

の
生

活
を

興
味

あ

る
ス
ト

ー

リ
ー

と
し

て

い
る

『
マ
タ

ギ
少
年

記
』

(
一
九
六

二
)
、

『
ギ
タ

ー

を

ひ
く

猟

師
』

(
六
八
)
な

ど

が
あ

る
。
　

　

　

　

　

(武
田
京
子
)

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

木
曜

手
帖

激

基
"　

月
刊

童

謡
誌

。

サ
ト

ウ

ハ
チ

ロ
ー
を

中

心

に

「
木
曜

会
」
の
集

ま

り

が
も
た

れ
、

一
九

五

七
年

(
昭
32
)

四
月

に
創
刊

。
現

在
な

お
刊

行
さ

れ

て

い
る
。
創

刊
時

の
編
集

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　　　　　　
　　　　　

同

人

は
、

サ
ト

ウ

ハ
チ

ロ
ー

、
野

上
彰

、
藤

田
圭

雄
、

片
山

忠

　

　
　

　
　

　
　

　

男

、
米

津

千
之
、

渡
辺

三
郎

の
六

人
。

上
記

三
人

が
責

任
編
集

に
当

た
り
、

毎
週

木
曜

日

に
新
人

養
成

に
的

を

し
ぼ

っ
て
勉

強

会

が
重

ね

ら
れ
、

ま
た

雑
誌

が
刊

行
さ

れ

た
。

そ
こ

か
ら
名

取

　

　
　
　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　

和
彦
、
宮
中

雲
子

、
若

谷
和

子
、
安

藤
晃

子
、
宮

田
滋
子

と

い

っ

た
新
人

を

世

に
送

っ
た

。
養

成
し

た
若

い
人

た
ち

は

二
〇
〇

人

に
も
及

ぶ
。
　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

(吉
田
定

一
)

　

モ

ス
カ

　
ジ

ョ
ヴ

ァ
ン

ニ

○
凶o
<
9
5
巳

]≦
o
ω
8

一
九

〇

八

～
　

イ

タ
リ

ア

の
児
童

文
学

作
家

、
ジ

ャ
ー
ナ

リ

ス
ト
。
小
学

校

Ⓒ1988　日本児童文学学会



モ タ イ タケ シ

の
教

師
を

し
た
後

、

ジ

ャ
ー

ナ

リ

ス
ト

と
し

て
活

躍
し

、
イ

タ

リ

ア
を
代

表
す

る
児
童

新
聞

「
コ

ッ
リ

エ
ー

レ

・
デ
イ

・
ピ

ッ

コ
リ
」

の
編
集

長
を

し
な

が
ら
、

多
く

の
児
童

文
学

作

品
を

発

表

し
た
。

そ

の
代

表
作

は
、

一
九

三
九

年
と

い
う

イ
タ

リ

ア
に

と

っ
て

い
ち
ば

ん
暗

い
時
代

に
出

版
さ

れ
た

『
ぼ
く

の
学
校

』

だ

が
、
戦

時
色

は
な

い
。
戦

後

に
は
、

軍
隊

生
活

を
批

判

し
た

『ミ

驚ミ

§
ミ
貸
Q
芍
暗
ミ

書

轟

あ

つ
い
足

と

つ
め

た

い
足

』

(
一
九
五
六
)
な

ど
も
あ

る
。
　

　
　

　

　

　
　

　

(安
藤
美
紀
夫
)

　
茂

田
井

武

飜

い
　

一
九
〇
八
～
五
六
(明

41
～
昭
31
)　

画
家

、

童

画
家
。

東
京

日
本

橋

の
旅

館

の
次
男

と

し
て
生

ま
れ

る
。

一

九

二
六
年

東
京

、
赤

坂
中
学

校
卒

業
後

、

川
端
画

学
校

で
絵

を

学

ぶ

か
た
わ
ら

、

ア
テ
ネ

・
フ
ラ

ン
セ
で

フ
ラ

ン

ス
語

を
習
う

。

三

〇
年

ハ
ル
ビ

ン
よ

り
働

き
な

が
ら

シ

ベ
リ
ア
鉄

道

で

モ
ス
ク

ワ
か
ら

パ
リ

へ
い
く

。

パ
リ

で

の
生

活
は
美

術

館
な

ど

に
は
寄

り

つ
か
ず

、
裏

街

の
子

ど
も
や

大
人
を

相

手

に
絵

を

描
き

、
市

井

の
哀

歓

に
交

じ

る

こ
と

を
喜

び
と

し
た
。

四
年

間

の
遊

行

の

末

帰
国

す
る

が
、
南

京
豆

売
り

な
ど

さ
ま

ざ
ま

な
職
業

を
変

転

す

る
。

三
六

年
雑

誌

「新

青
年

」
に
連
載

中

の
小
栗

虫
太

郎

『
二

十
世
紀

鉄
仮

面
』
の
挿

絵

を
描

き
、
特

異
な

才
能

を
発

揮
す

る
。

三
七
年

は
じ

め

て
、

児
童

の
た

め

の
絵
本

『ナ

ニ
ナ

ニ
絵

本
』

　

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ

を
手

が
け

る
。
四

七
年

日
本
童

画
会

入
会

の
こ
ろ
よ

り

「
子
供

雑

誌
」

「
こ
ど
も

の
は
た

」
な

ど

の
雑

誌

に
才
能

を
発

揮
す

る
。

五
二
年

持
病

の
喘
息

が
悪

化
、

五

四
年
小

学
館

児
童

文
化

賞
受

賞
。

健
康

の
悪
化

と
は
逆

に
作

品

は
深
さ

と
輝

き
を

増
す

。
五

六
年

『
ジ

ャ
ー
タ
カ
物

語

』

『
セ

ロ
弾

き

の
ゴ
ー

シ

ュ
』
の
挿
絵

は
病
床

で
描
く

。

こ

の
年

の

=

月

二

日
永

眠
す

る
。

死
後

編

ま

れ
た

童
画
作

品
集

に

『
茂

田
井
武

画
集

』
(
一
九
六
〇
)
と

『茂

田
井
武

の
世
界

』

(
七
六
)
が
あ

る
。
　

　

　

　

　

　

(伊
藤
元
雄
)

　

望

月

芳

郎

號

麓

　

一
八
九

八
～

一
九
四
五
(
明
31
～
昭
20
)

童

話
作

家
。
山
梨
県

塩
山

町

に
生
ま

れ
、
東
京

農
業

大
学

卒
業

。

千
葉
農

業
学
校

教
諭

に
就

任
後

、
郷

里

で
酒

造
業

を
営

み
、

地

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

方

文
化

の
向

上
を
志

し
、
芥

川
龍

之
介

を

招

い
て
夏

期
大
学

(
一

九
二
三
)
を
催

し
た

り
し

た
。

一
九

三
九
年

、
同
郷

の
老

沼
堯

の

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　
　

起

こ
し
た
文

昭
社
刊

の

「
日
本

の
子
供

」

の
編
集

、
四

三
年
京

城

日
報

「小

国
民
」

編
集

長
、

同
参

事

、
文

化
部

長
。

四
五

年

三
月

二
二

日
、
京

城
に

て
歿
。

童

話
集

に

『
月

の
明
る

い
野
原

』

(四
〇
)
、
『
白

い
河
原

の
子

供
た

ち
』

(四

一
)
が
あ
る
。

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
(村
松
定
孝
)

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ

　

モ
チ

ー
フ
　
ヨ
o
藻

素

材

や

テ
ー

マ
と

混

同

さ
れ

や

す

い

が
、

芸
術
的

衝
動

、

つ
ま
り
作

家

が
、
素

材

や

テ
ー

マ
に
対

し

て
具

体
的
な

作
品

と
し

て
表

現
し

た

い
と

い
う
動

機
あ

る

い
は

素
因

の
こ
と
を

い
う

。

し
た

が

っ
て
、

そ
れ

は
、

作
家

の
内

的

要
求

か
ら

創
作

の
過
程

ま

で
働

く
中

心

的
関

心
を

示
し

、
作

品

成
立

の
基
礎

を
成
す

。

つ
ま

り
作

品
を

書
く

上

の
主
体

的
な

情

熱
と

い
う

こ
と

に
な
る
。

児
童

文
学

で
あ

る
以
上

、
意

識
す

る

し
な

い
に
か
か
わ

ら
ず

子
ど

も

へ
の
関

心

に
か

か
わ

る
作
家

的

情
熱

を
無

視
で
き

な

い
。
　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

(西
本
鶏
介
)

　

本

居

長

世

舳
軈

り
　

一
八
八
五
～

一
九
四
五

(明
18
～
昭
20
)

Ⓒ1988　日本児童文学学会



モ ノカ タ リェ

　
　

　
　

な
が
よ
　
　
　き
さ
ら
ぎ
　
　
い
っ
こ
う

作
曲

家
。

長
豫

、
如

月
、

一
浩

の
名

も

用

い
た
。

国
学

者
本

居

宣
長

五

世

の
孫

。
東

京

下
谷

に
生
ま

れ
、

一
九
〇

入
年

、
東
京

音
楽

学
校

ピ

ア
ノ
科

を
首

席

で
卒
業

。
同

校
助
教

授
と

し

て
、

ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中

山

晋
平

、
弘

田
龍

太
郎

な
ど

を
育

て
、

ま
た
邦
楽

調
査

係
を

兼

任

し
た
。

在
学

中

か
ら

小
歌
劇

・
ピ

ア
ノ
曲

な

ど
を
作

曲
し

た

が

、
最
も

活
躍

し
た

の
は

童
謡

の
分

野

で
、雑

誌

「金

の
船

」
H

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
金

の
星
」

「
童

話
」
で
は
、

野

口
雨
情

と
西
条

八
十

の
童

謡

へ

の
作

品
を
毎

号
発

表
し

た
。

こ
と

に

二
〇
年

の

『十

五
夜

お
月

さ

ん
』

は
、

は
じ

め

て
日
本

の
子

ど
も

の
心
を

芸
術
的

に
作

曲

し

た
作

品
と

し

て
の
ち

の
童

謡
曲

の
お

手
本
と
な

っ
た

。

ほ
か

に
、

『
七

つ
の
子
』

『赤

い
靴

』

『
青

い
眼

の
人
形
』
(
以
上
、
野
口

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

雨
情
詩
)
、
『
め
え

め
え
児

山
羊

』
(
藤
森
秀
夫
詩
)
、
『
お
山

の
大
将

』

(西
条
八
+
詩
)
も

広
く
歌

わ

れ
た
。

一
般

に
邦
楽
的

な
音

階

・旋

律

に
、
洋

風
な
伴

奏
を

つ
け
た
も

の
が
多
く

、
転
調

を
好

ん
だ
。

ほ
か

に

一
般

歌
曲

と

し

て
、

『白

月
』

『
別
後
』

な

ど

の
作

も
あ

り
、

ま
た
、

宮
城

道
雄

た
ち

と

結
ん

で
、
新

日
本
音

楽
を

唱
導

し

た
功

績
も

あ

る
。
童

謡
作

品
集

に

『
新
作
童

謡
』

全

一
四
集

(
一
九

二

一
～
二
五
)
、

『
金

の
星
童

謡
曲

譜
』
全
集

(
二
二
～
二
四
)

な

ど

が
あ

る

。　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(金
田

一
春
彦
)

　
元

田

永

孚

軸
麩

ね

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

　

物

語

絵

本

舳
留

た
り

絵

本

を

物

語
絵

本

と
知

識

絵
本

に

二

大

別

し
た
時

の
用
語
。
英
語

で
嘗
o
ε
器

ω8

煢

σ
o
o
犀
ω
と
二一肖
う
。

便

利

に
使

え
る

用
語

で
は
あ

る

が
、
改

め

て
考

え
る

と
か
な

り

内

容

の
不

明
確
な

用
語

で
も
あ

る
。
す

な

わ
ち
、

知
識

・
学

習

の
絵
本

と

い
わ
れ

る
も

の
も

、
あ

い
う

え

お

(
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
)

絵

本

や
数

の
絵
本
を

考
え

て
み
る

と
、
作

者

は
主

題
を
無

味
乾

燥

に
陥

ら

せ
な

い
よ
う

工
夫
を

凝

ら
し

て
、

多
く

は

ゆ
る

い
な

が
ら

ス
ト
ー

リ
ー
を

与
え

、
内

容

に

一
貫

性
を

も

た

せ
よ
う
と

　
　
　

　
　

　　　　　　
　　　　　　　　　

し

て

い
る
。
渡

辺
茂

男

・
山
本

忠
敬

の

『
と

ら

っ
く

と
ら

っ
く

と

ら

っ
く

』

は

い
わ

ゆ
る
乗

物

絵
本

で
あ

る

が
、

と
ら

っ
く

が

荷
を

港

の
倉

庫

か
ら

町

へ
運
ぶ

と

い
う

設

定

で
、
働

く
と

ら

っ

く

の
姿
を

主

に
、
途
中

で
出

会
う

い
ろ
ん
な

自
動

車
を

描

い
て
、

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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絵
本

が
図

鑑
と

違
う

点
を

よ
く

示
し

て

い
る
。

こ

の
よ
う

に
た

と

え
知
識

絵
本

で
も

、
絵

本

で
あ

る
た
め

に
は

物
語

性

が
必
要

に
な

る
。

そ
う

い
う

認
識

を
も

つ
と
、
物

語
絵

本

だ
け

が
物

語

の
専
売

特
許

と

い
う

わ

け

に
は

い
か
な

い
。
絵

本

は
全

て
物

語

る

こ
と
を
基

本

に
も

っ
て

い
て
、

そ

の
意

味

で
は
絵

本

は
す

べ

て
物

語
絵
本

と

い
う
共

通
性

格
を

も

っ
て

い
る
と

い
う

い

い
方

も
不

可
能

で

は
な

い
。
と
は

い
え
、
や
は

り

こ
こ

に

い
う

(狭
義

の
)
物

語
絵

本

は
物

語

の
楽

し

み
を

読
者

に
提

供
す

る

こ
と

を

第

一
の
目
的

と
し
た

も

の
で
、

そ

の
楽
し

み

の
提

示

が
絵

と

こ

と

ば

の
よ

い
チ
ー

ム

ワ
ー
ク

で
行
わ

れ
た

本

で
あ

る
と

い
う
性

格

は

は

っ
き

り
し

て

い
る
。
物

語
絵

本

は
、
昔

話
絵

本

と
創
作

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

ホ

(物
語
)
絵
本

、
古

典

(
名
作
)
の
再

話
ま

た

は
ダ

イ

ジ

ェ
ス
ト

絵

　
　

　
　
　
ホ

本

、
童

謡

(
マ
ザ
ー
グ
ー

ス
)
絵

本

と

い

っ
た
種

類

分

け

が

で
き

る

が
、
中

で
も

い
わ

ゆ
る
創

作
絵

本

が
物
語

絵
本

の
中

心
的

存

在
を

成
す

。

し
か
し

、
オ

リ

ジ
ナ

ル
な

ス
ト
ー

リ
ー

に
よ

る
絵

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

本

は
、
西

洋

の
絵
本

に

つ
い
て

い
え

ば
、

ド
イ

ツ
の
プ

ッ
シ

ュ

の

『
マ

ッ
ク

ス
と

モ
ー

リ

ッ
ツ
の

い
た
ず

ら
』
(
一
八
六
五
)
あ

た

　
　

　
　
　

　

　

り
が
先

駆

で
、
バ

ン
ナ

ー

マ
ン
の
『
ち

び
く

ろ
さ

ん
ぽ
』
(九
九
)
、

　ポ

タ

ー

の

『
ピ
ー

タ
ー

ラ

ビ

ッ
ト

の
絵
本

』
(
一
九
〇

一
以
降
)
あ

た
り

か
ら

二
〇
世

紀

に
入

っ
て

に
わ
か

に
絵
本

の
主
流

を
成

し

は

じ
め
た

と

い

っ
て
よ

い
で
あ

ろ
う
。
　

　

　

　

　

(吉
田
新

一
)

　

物

語
詩

艢

ゆ
　
σ
餌
=
蝉
α
Φ
　

南
仏

プ

ロ
ヴ

ァ

ン
ス

に
起

源

を

も

ち
、

ロ
マ

ン
ス
語

圏

に
広

が

っ
た
定

型
詩

。

元
来

は
舞

踊

に

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

　

伴

っ
て
歌

わ

れ
た
。

こ
れ
が
吟

遊
詩

人
ト

ル
ヴ

ァ
ド

ゥ
ー

ル
に

よ

っ
て
芸

術
的

に
洗
練

さ

れ
、

一
四
世

紀

フ
ラ

ン
ス
で
、
厳

格

な

形
式
を

備
え

た
抒
情

詩

の

一
形
態

と
な

っ
た
。

こ

の
詩

型

は

一
五
、
六

世
紀

に
盛

ん
に

用

い
ら

れ
、

ペ
ト

ラ

ル
カ
、
ダ

ン
テ
、

ボ

ッ
カ
チ
オ

、
F

・
ヴ

ィ

ヨ

ン
な

ど

の
名

作
を

生

ん
だ

が
、

一

六
世
紀

中
葉

か
ら

オ
ー

ド
や

ソ
ネ

の
隆
盛

に
圧

倒

さ
れ

た
。

一

九
世
紀

以
降

、
広
く

物
語

詩

一
般

を

指

し
て

用

い
ら

れ

て

い
る
。

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

(石
沢
小
枝
子
)

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

　

模
範

家
庭

文
庫

孀

甥

て
　

児

童
文

学

の
叢
書

。
冨

山
房

よ

り

一
九

一
五

年

(大

4
)
に
創
刊

さ
れ
、
第

一
集

一
二
冊
、
第

二
集

一

二
冊
、
合

わ

せ
て

二
四
冊

を
刊

行
し

て
三

二
年

(昭
7
)
に
完

結
。

「
発
行

の
趣

旨
」
に
あ

る

ご
と
く

、

「長

い

『時

』
の
篩

に
か
け

ら

れ

て
、
世

界
各

国
幾
万

人

の
家
庭

に
読

み
広

め
ら

れ
」

た
古

典

を
、
「
少
年

少
女

諸
君

の
ま

ど
ゐ

の
優

し

い
師

友

で
あ

る
と
共

に
、

永
く
家

庭

に
蔵
め

て
書
斎

の
宝
典

と
な

り
、
客

間

の
装

飾

品
と

も
な

る
」

よ
う

に
と

の
意

図

で
刊

行
さ

れ
た

。
第

一
集

は

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ホ

『
ア
ラ

ビ
ヤ

ン
ナ
イ

ト
』
上

・
下

(
杉
谷
代
水
訳
)
、

『グ

リ

ム
御

　
　

　

　

伽

噺
』
(
中
島
孤
島
訳
)
、
『
ロ
ビ

ン
ソ

ン
漂
流

記

』
(平
田
禿
木
訳
)
、

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

ホ

『
日
本
童

話
宝

玉
集

』
上

・下

(楠

山
正
雄
編
)
な

ど
、
第

二
集

に

は

『支

那
童

話
集

』
(池
田
大
伍
訳
)
、

『
朝

鮮
童

話
集

』
(中
村
亠卩冗

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

　

平
訳
)
、

『
印
度

童
話
集

』
(
岩
井
信
実
訳
)
な

ど

ア
ジ

ア
地
域

の
古

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

典

の
加

わ

っ
た

の
が
新

鮮
だ

っ
た
。

当
時

出

さ
れ

て

い
た
実
業

　
　

　
　

　

　

之

日
本

社

や
春

陽

堂

な

ど

の
児

童

叢

書

が

定

価

一
円
程

度

で

あ

っ
た

の
に
、

三
円
以

上

の
高

価

だ

っ
た

が
、

そ
れ

に
見
合

っ

た
美

麗

に
し

て
堅
牢
な

造
本

で
あ

っ
た

。
装

丁

・
挿
絵

に

は
当

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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初
岡

本
帰

一
が
起

用
さ

れ
、

イ
ギ

リ

ス

一
九
世
紀

末

の
挿
絵

画

家

の
模
倣

が
目

立

っ
た

が
、

巻
を

重
ね

る

に

つ
れ
て
多

く

の
画

家

の

ユ

ニ
ー

ク

な

挿

絵

で
彩

ど
ら

れ

る
よ

う

に

な

っ
た
。
企

画

・
編
集

に
は
楠

山

正
雄

の
力

が
大

き

い
。
　

　

　

(江
森
隆
子
)

　

百

田

宗

治

覚

眈
　

一
八
九
三
～

一
九
五
五

(明
26
～
昭
30
)

詩

人

、

児
童
文

学
者

。

本
名

宗
次

。
大

阪
市

西
区

の
生
ま

れ
。
高

等

小
学

校
卒

。
個

人

的

に

フ
ラ

ン
ス
語
を
学

ぶ
。

人
道
主
義

か

ら

民
衆

派
詩

人

に
進

み
、

し
だ

い
に
俳
味

の
あ
る
作

風

に
移

っ

た

。

『
一
人

と
全

体
』

(
一
九

一
六
)
、

『何

も
な

い
庭
』

(二
七
)
、

『
冬
花
帖

』

(二
八
)
、

『
ぱ

い
ぶ

の
中

の
家

族
』
(
三

一
)
な

ど
は

代

表
的
詩

集
。

大

陸

で

の

『
漢

口
風
物

詩
』

は
戦
時
色

の
な

い

詩

と
し

て
評
価

さ

れ

て

い
る
。
詩

誌

「
椎

の
木
」
(
二
五
)
を
・王
宰

、

　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤

整
、

三
好

達

治
、

丸
山

薫
、

阪
本

越
郎
、

春
山

行
夫
ら

多

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ

く

の
詩
人

を
養

成

し
た
。

大

正
期

童
謡

運
動

の
波

の
中

で
、
童

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ネ

謡

・
少
年

詩
も

つ
く

り

は
じ

め
、

草
川

信

に
よ

っ
て
作

曲
さ

れ

た

『
ど

こ
か

で
春

が
』
(
二
三
)
は
広
く

愛

唱
さ
れ

て

い
る
。

昭

和

期

に
入
る

こ
ろ

よ
り

、

ア
ラ

ン
の

『
教
育

論
』
に
親
し

み
、

「
椎

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ホ

の
木
」
の
同

人

で
あ

り
、

現
場
教

師

だ

っ
た
吉

田
瑞

穂

と
交
流

、

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ホ
　　
　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　
　　
　
　ホ

両

者
呼

応

し
て

し
だ

い
に
児
童

詩

の
世
界

に
入

る
。
「
童
謡

は

こ

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ホ

ど
も

の
う
た

う
歌

だ
。
声
を

あ

わ

せ
て
楽

し
む
唱
歌

だ
。
だ
が
、

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ホ　
　　　
　　　
　　
　　　

詩

で

こ
ど
も

は
生

活
す

る

」
と

い

っ
て
、

北
原
白
秋

「
赤

い
鳥
」

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

を

止
揚
す

る
児
童

生
活

詩
を

提

唱
し

た
。

生
活
綴
方

運
動

と
相

ま

っ
て

「
工

程
」

「
綴

方
学

校
」

「
教
室

」

と
次

々
に
児
童
文

化

誌

を
編
集

、

「
文
集

展
望

」
の
指
導

や
講

演
旅

行

に
よ
り
、

全
国

各
地

の
現

場
教

師

の
支
持

を
受

け
、
白

秋

に

つ
ぐ

第

二

の
峰

と

な

っ
た
。
戦

前
戦

後
を

通

じ
、
児

童
生

活
詩

の
実

践
人

と
し

て
、

百

田

の
指
導

や
影

響
を

受

け
な

か

っ
た
人

は
少
な

い
。
『綴

方

の

世
界

』
(
三
九
)
、

『
小
学

生
詩

の
話
』

(五
二
)
な
ど
、

作

品

の
集

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

成
と

な
る
著

書
も

多

い
。
戦

時

に
は

日
本
児

童
文
化

協
会

の
実

行
委
員

、
顧

問
と

な

っ
た
。

戦
災

を
受

け
、

札
幌

に
疎
開

し
た

が
、
戦

後
、

千
葉

県
安

房
郡

岩
井

に
移

り
、
赤

と

ん
ぼ
会

会
員

と
し

て
、
広

く
児
童

文

化
発

展

に
貢
献

し
た
。
　

　

(佐
藤
辰
雄
)

　

桃
太

郎

麓

た
　
川

を

流

れ

て

き

た
桃

か

ら

生
ま

れ

た

男

の

子

。
成

長
し

て
黍
団

子
を

も

ち
、
犬

・
猿

・
雉

を
供

に
連

れ
、

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

鬼

が
島

の
鬼
を

退
治

し
、

宝
物

を
も

ち
帰

る
昔

話
。

全
国
的

に

流

布
し

て

い
る
。
江

戸

期

に
入

っ
て
か
ら

し
だ

い
に
、

子

ど
も

向

き

の
昔

話
と

し

て
語

り
伝
え

ら
れ

、
猿
蟹

合

戦
、

舌
切
雀

、

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ

花

咲
爺
、

兎
大

手
柄

と
並

ん

で
、

日
本
五
大

昔

話

の
筆

頭

に
数

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

え
ら

れ

て

い
る
。

一
八

八
七
年

以
降

、
国

語
教
科

書
や

唱
歌

に

取

り
あ
げ

ら
れ
、

ま

た
数
多

く
絵

本
化

さ

れ

て
き

た
。

さ
ら

に

児
童

演
劇

・
映
画

・
テ

レ
ビ
化

さ
れ

現
在

に
至

っ
て

い
る
。
桃

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

太
郎

の
生

ま
れ

た
桃

は
、
古

事
記

に

お

い
て
も
悪

霊
を

退
散

さ

せ
る

霊
果

と
し

て
扱
わ

れ

て

い
る
が
、

外
国

に
も
植

物

か
ら

生

　

　
　

　
　

　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　ホ

ま

れ

た
子

の
英
雄

伝
説

が
あ

る
。

柳

田
国
男

は

『桃

太
郎

の
誕

生
』
(
一
九
三
〇
)
の
中

で
、

水
辺

に
た

ど
り
く

る
神

の
申

し
子

、

異

常
な

生
ま

れ

の
子

が
、
偉

大
な

事
業
を

成

し
遂
げ

、

一
族

の

繁

栄

の
祖
と

な
る

と

い
う

説

話
は

日
本

に
古
く

か
ら

あ

る
小
さ

子

信
仰

が
背
後

に
あ

る

と
述

べ
て
お
り
、

桃
太

郎

は
そ

の
典
型

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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で
あ

る
と
考

え

て

い
る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

(福
原
登
美
子
)

　

モ
ラ

ン
テ
　

エ
ル
サ

日

ω
四
ζ

o
鑓
コ
8

一
九

一
八
～
　

イ

タ

リ

ア

の
作
家

。

ロ
ー

マ
の
生

ま
れ
。

夫

は
イ

タ
リ

ア
文
学

を
代

表
す

る
作
家

ア

ル
ベ
ル
ト

・
モ
ラ
ー
ヴ

ィ

ア
。

処
女

作

で
あ

る

短
編

集

『自

鴨
象
◎
°・龕

ミ
ミ

秘
密

の
遊

び
』

(
一
九
四

一
)
の
ほ

か
、

代
表

作

『
禁

じ
ら

れ
た
恋

の
島

』
(五
七
)
な

ど
、
数

多
く

の

作

品
が
あ

る
。
児
童
文

学

の
作
品

と
し

て

は
、
『
カ
テ

リ
ー
ナ

の

ふ
し
ぎ
な

旅
』
(
五
九
)
が
ほ
と

ん
ど

唯

一
の
作

品
だ

が
、
こ
の
作

品
が
書

か
れ

た

の
は
、
作

者

一
二
歳
、

一
九
三

〇
年

ご
ろ

と
考

え
ら
れ

て

い
る
。
　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

(安
藤
美
紀
夫
)

　
森

一
歩

甥

ぎ

一
九

二
八
～

(昭

3
～

)

小

説

家

。

本
名
和

男
。

北
海
道

旭
川

市

に
生
ま

れ
る

。
慶

応
大
学

英
文

科

在
学
中

は

「
三
田
詩

人
」

に
参

加
。

一
〇

年
あ

ま
り

日
高

地
方

　
　

　
　

　
　
　

　

ホ
　　　　　　　
　　　　　　　

で
教
員

を
し

た
後

、
福

田
清
人

・
戸

川
幸

夫
を

頼

っ
て
上
京

。

神
奈

川
県

で
中
学

校

の
英

語
教

師
を

し
な

が

ら
作

品
を
発

表
す

る
。

一
時

『
砂

の
花
嫁

衣
装

』
(
一
九
七
八
)
な

ど

の
ジ

ュ
ニ
ア
小

説

で
活
躍

し
た

が
本
領

は
郷

里
北
海

道

に
取

材
し

た

『帰

っ
て

き

た
鼻

ま

が
り
』

(八
二
　
日
本
児
童
文
芸
家
協
会
賞
受
賞
)
な

ど

の
人
や
生

き
も

の

に
対
す

る
愛

の
作

品
。
処
女

長
編

『
コ
ロ
ポ

ッ

ク

ル
の
橋

』

(六
〇
)
は

ソ

ビ

エ
ト

で
翻
訳

さ

れ

て

い
る
。

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

(香
川
　
茂
)

　

森

鴎

外

効

が
い

一
八
六
二
～

一
九

二
二

(文
久

2
～
大
11
)

軍
医
、

小
説
家

、
評

論
家

、
翻
訳

家
。

本
名

林

太
郎
。

石
見

国

(島
根
県
)
津
和

野

に
、

一
三
代
続

い
た

藩
医

の
長
男

と

し

て
生

ま
れ

た
。

六
歳

で
藩
校

養

老
館

に
入

り
漢
籍

を
学

び
、

さ
ら

に

父
静

男
か
ら

蘭
学

を
学

ん

だ
。

一
八

七
二
年

上
京

、
西

周

の
も

と

に
寄

寓
、

七

四
年

東
京

医
学

校
予

科

に
入
学
。

八

一
年
東
京

大
学

医
学
部

を
卒

業

、
陸

軍
軍

医
と

な

る
。

八

四
年

ド
イ

ツ
留

学
を

命
じ

ら
れ

、
以

後
四

年
間

ベ
ル
リ

ン
、

ラ
イ
プ

チ
ヒ

ほ
か

で
過
ご
す

。

八
八
年

帰
国

。

『於

母

影
』
や

『
棚
草

紙
』
の
発

表

は

翌
年

で
あ
り

、
滞
欧

中

に
身

に

つ
け
た

西
欧
文

学

の
教
養

は
、

新

し

い
日
本

の
文
学

の
展
開

に

こ
の
上
な

い
刺

激

と
な

っ
た

の

で
あ
る
。

『
即
興
詩

人
』

『
ヰ

タ

・
セ
ク

ス
ア
リ

ス
』

『
雁
』

『
阿

部

一
族
』
『
渋

江
抽
齋

』
そ

の
他

名
作

の
数

々
を

残
し

て

い
る
が
、

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　
　　
　　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
ネ

少

年
文
学

に

つ
い
て
も

「少

年
園

」
へ
の
寄

稿
、

巌

谷
小
波

『
こ

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

　　　　
　　　　　
　　　　
　　　　

が
ね
丸

』

の
序

な

ど
関

係

が
深

い
。
ま

た
鈴

木
三

重
吉
、

松
村

　
　

　

　

武
雄
、
馬

渕

冷
佑

と

の
共
撰

標
準

お
伽

文
庫

『
日
本
童

話
』
(
一

九
二
〇
)
を
完

成

さ
せ

た
。
好

短

編

『
山
椒

太
夫

』

(
一
五
)
は
、

ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

山
本
有

三

が

『
日
本
少

国

民
文
庫

』

に
収
録

以
来

、
子

ど
も
向

け
名
作

と
な

っ
て

い
る
。　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

(桑
原
三
郎
)

　

森

久
保

仙

太

郎

鳶

犠

う
　

一
九

一
七
～
　

(大
6
～
　
)

絵

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

ひ
　
さ　
し

本
作
家

、
教

育

評
論
家

。
筆

名

森
比

左
志
。

神
奈

川
県

に
生

ま

れ
、

鎌
倉

師
範

専
攻

科
を

卒
業

。
横

浜
市

保
土

谷
小
学

校
教

諭

な

ど
を
経

て
、

東
京

教
育

大
学

附
属

図
書

館
図
書

文
化

協
会

主

事
、

横
浜

国
立

大
学

、

日
本
女

子
大

学
講

師
を

歴
任
。

代

表
的

作

品

に
は
絵
本

『
く
ま

さ

ぶ
ろ
う

』

(
一
九
六
七
)
、

『
ち

い
さ
な

き

い
ろ

い
か
さ
』

(
七

一　

サ

ン
ケ
イ
児
童
出
版
文
化
賞
受
賞
)
、

『
オ

レ

ン
ジ

い
ろ

の
さ

か
な

』
(七
三
)
な

ど
が
あ

る
。

一
九

七
三

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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年
五

月
か

ら

「
月
刊
絵

本

」

に
連
載

し
た

『絵
本

鑑
賞

』

は
分

析

批

評
と

し

て
説
得
力

に
富

み
、

ス
ト
ー

リ
ー

が
あ

っ
て

そ
れ

を

絵

に
描
く

と

い
う
従

来

の
絵
本

を
否

定

し

「絵

で
描

く

こ
と

に
よ

っ
て
物

語

が
展
開

す

る
」
絵

本
を

評
価

し
た

。
他

面
、
教

育

評
論
家

と
し

て
も
活

躍
、
と
く

に
低
学

年

教
育

に
造
詣

深
く

、

「
児
童

心

理
」

「学

校
図

書
館

」
な

ど

に
実
践

的
教
育

論
を

数
多

く

発
表

し

て

い
る
。

著
書

に

『教

師

の
た

め

の
相

談
選
書

』
(
一

九
五
七
)
、

『
母
と

子

の
手

帖
』

(
五
三
)
、

『
学
級

経
営

小
事

典
』

(六
五
)
な

ど
が
あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(和
田
義
昭
)

　

森

三
郎

勃

ろ
う

一
九

=

～

(明
44
～

)
童

話
作

家
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
ホ

愛

知

県
生

ま
れ

。
前

期

「
赤

い
鳥
」
の
読
者

で
あ

り
、
後

期

「
赤

い
鳥

」
の
編

集

に
、
一
九

三

二
年

(昭

7
)
九

月
号

よ
り

終
刊
ま

で

携

わ

る
。

同
誌

に
、

多
く

の
童

話
を

発
表

し
た
。

王
朝

時
代

や

日
本
古

典

に
取
材

し

た
作

品

が
多

く

、
『
か
さ
さ

ぎ
物

語
』
(
一
九

四
二
)
、

『
お
寺

の
柿

の
木

』
(四
二
)
な

ど
が
あ

る
。

の
ち

に

『
赤

い
鳥
代

表
作

集
』

(五
八
)
の
編

集

に
力
を

尽
く

し

た
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
(草
野
明
子
)

　
森

下

雨

村

犯
鷲

た
　

一
八
九
〇
～

一
九
六
五
(
明
23
～
昭
40
)

作
家

、

翻
訳
家

、

編
集

者
。
本

名

岩
太
郎

。
高

知

県
佐

川
町

に

生

ま
れ

た

の
で
、
佐

川
春

風

の
別

名

が
あ

る
。

一
九

一
〇
年
早

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

稲

田
大
学

英
文

科
を

卒
業

。

「
や
ま

と
新

聞
」
記

者
を

経

て
博
文

館

入
社
。

「
新

青
年

」
の
編

集
を

担
当

し
、

海
外

探
偵

小
説

の
紹

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ホ

介
と

、
新

人
作

家

の
育
成

に
力

を
注

い
だ

。

「少

女

の
友
」
に
連

載
し

た

『
怪
星

の
秘

密
』
(
一
九

一
六
)
を
は

じ
め

と
し

て

『富

士

夫

の
冒
険

』
(
;

二
、
佐

川
春
風
名
)
、

『謎

の
暗

号
』
(三
三
)
な

ど

は
少

年
探
偵

小

説

の
嚆

矢

と

い
わ
れ

る
。　

　

　
　

(二
上
洋

一
)

　

森

下
　

研

髄
切
し
た
　

一
九

三

〇
～
　

(昭

5
～
　
)　

児

童

文

学
作
家

。
北

九
州

市
門

司
区

に

生
ま

れ
る
。

九

州
大
学

を
卒
業

し
、
放

送
作
家

と

し

て
テ

レ
ビ

・
ラ
ジ
オ

の
脚
本

を
執
筆

。

一

九
七

〇
年

ご
ろ
か

ら
、

自
分

の
子
ど
も

へ
の
語

り
か
け

と
し

て

児
童
文
学

を

創
作
。

遠
洋

マ
グ

ロ
は
え

縄
漁

船

に
三
カ

月
間
乗

り
組

ん
だ
体
験

を
も

と

に
書

き
下

ろ

し
た

『
男

た
ち

の
海
』
(
一

九
七
二
)
で
、
児

童
福

祉
文

化

奨
励
賞

を

受
賞

。
ほ
か

に
、
『
小
さ

な

大
酋

長
』
(
七

一
)
、

『銭

五

と
よ

ば
れ

た
男

』
(
七
六
)
、

『
蒼

い

狼

の
子
』

(八
〇
)
な
ど

の
作

品

が
あ

る
。　

　

　

　

(北

吉
郎
)

　

森

銑

三

鳶

ぞ
う

一
八
九
五

～

一
九
八
五
(明
28
～
昭
60
)

近

世
学
芸

史
研
究

家
。

愛

知
県

刈

谷
生
ま

れ
。

一
九

二
六
年

図

書

館
講
習

所
を
卒

業
。

東
大

史

料
編
纂

所

な

ど
に
勤

め
、
近

世

の
人

物
研
究

を
続

々
と

発

表
。

西
鶴

研
究

の
新

説

で
話
題

に
も

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
ネ　
　　　　　　　　
　　
ホ

な

っ
た
。
児

童
文
学

で
は

「
赤

い
鳥
」

「
子

供

の
科
学
」
な

ど
に

執
筆
。

『
お
ら

ん

だ
正

月
ー

近
世

日
本

の
科
学
者
達
』
(
一
九
三
八
)

は
戦
後

も
版

を
重

ね
、

『
支

那
童

話

・
瑠
璃

の
壺
』
(四
三
)
と

『新

御
伽
草

子
』
(
四
八
)
の
再

話
集

は
八

三
年

「
森
銑

三
童

話
集
」
と

し

て

『
瑠
璃

の
壺
』

に

ま
と

め
ら

れ

た
。
　

　

　

　

(勝
尾
金
弥
)

　
森

た

か
み

ち

効

み
ち
　

一
九
〇
八
～

　

(明

41
～

　

)
　

童
謡

詩

人
、
歌

人
、

詩
人

。
筆

名

ほ
た

る
。

愛
知

県
生

ま
れ
。

幼
く

し
て
両
親

に
生

き
別

れ
、

祖

母

に
育

て
ら
れ

る
。
高

等
小
学

校

卒
。

丁
稚

、
土

木
労
働

者

、
消

防
員

、

看
護

員
な

ど

の
職
業

に

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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つ
き

住

い
を
転

々
と
す

る
。

一
九

二
四
年

か
ら

「
金

の
星

」

「
赤

　
　

　

ホ

い
鳥

」

「
お
話

の
木
」

「
綴
方

倶
楽
部

」

に
童

謡
を
投

稿

。
白

秋

に
嘱

望
さ

れ

る
。

「赤

い
鳥
」
投

稿

の
俊
秀

者
を

集

め
た

童

謡
同

　
　

　

　

人

誌

「チ

チ

ノ
キ
」

に
参
加

。
リ

ア
リ

ズ

ム
童

謡

で
論

客
。

童

謡
集

に

『足

柄

山

の
春

』
(
一
九
四
〇
)
、

『朝

陽

の
中

の
祭

』
(四

二
)
、
『裸

の
神

さ
ま

』
(七

一
)
、
『
森
た

か

み
ち
童

謡
集

』
(
八
三
)
。

ほ
か

に
詩
歌

、
小

説
が

八
冊
。　

　

　

　
　

　

　

　

(弥
吉
菅

一
)

　
森

田

思

軒

話

肋
　

一
八
六

一
～
九

七
(文

久

1
～
明

30
)

翻

訳

家
。
本
名

文
蔵
。
備
中

国

(岡
山
県
)
小

田
郡
笠

岡
生

ま

れ
。
幼

時

か

ら
漢
学

に
親

し

み
、

一
八
七
四
年

に
慶

応

義
塾

大

阪
分
校

に

入
学

。
塾

の
移

転

に
よ
り
徳

島

に
移

る
が
、

や

が

て
東
京

本

校

に
編
入
。

こ
の

こ
ろ
英
書

に
親

し
む
。

七

八
年

に
退

塾
し

て

帰
郷

、
興

譲
館

に

て
漢
学

を
修

め

る
が
、

八

二
年

に
再

び
上

京

し
、

郵
便

報
知

新
聞

社

に
入
社
。

か

つ
て
英

語
と

漢
学

を
修

め

た

こ
と

が
、

の
ち

の
翻
訳

に
大
き
く

影
響

す

る

こ
と

に
な

る
。

八

五
年

に
は
上

海

に
報

道
員

と

し
て
赴

き
、

中
国

を
旅

し

、
や

が
て

『
北
京

旅
行
』

と
な

っ
て

「
郵
便

報
知

」
を

飾

る
。

ま
た

特

派
員

と
し

て
イ

ギ
リ

ス
、
ベ
ル
ギ

ー
、
ド

イ

ツ
な

ど
を
歴

訪
、

紀

行
文

を
同

誌
上

に
掲
載

、

の
ち

に
編

集

に
も

従
事

。

そ

の
後

　
　

　

ホ

思
軒

は

ヴ

ェ
ル
ヌ

の

『
仏
曼

二
学
士

の
譚

』
(
一
八
八
七
)
の
新
聞

連
載

を
皮

切
り

に
、
翻

訳
家
と

し

て

の
道

を
歩

み

は
じ

め
る
。

九

二
年

に
郵
便
報

知
新

聞
社
を

辞

し
、
国

会
新

聞

社
、

万
朝
報

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

　

に
移

り
、

同
新
聞

や

「
国
民
之

友
」

「
太

陽
」

「
日
本
之

少
年

」

な

ど

の
雑

誌

に
、
翻
訳

作
品
、

批

評
、
随

筆

、
評

論
な

ど
を

書

き

、

多

方

面

に

お

い

て

活

躍

し

た

が

、

三

六

歳

の
若

さ

で

病

死

　

　

　

　

　

　

　

　　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　
　
　

し

た

。

思

軒

は

、

ユ
ゴ

ー

、

ヴ

ェ
ル

ヌ
、

ボ

ー

、

ホ

ー

ソ

ン
、

ボデ

ィ
ケ

ン
ズ
な

ど

の
翻
訳

を
手

が

け
た

が
、
ユ
ゴ
ー

『
探
偵

ユ
ー

ベ
ル
』
(八
九
)
と

ヴ

ェ
ル

ヌ

『
十
五

少
年

』
(
九
五
)
が
有

名

。

い

ず

れ
も

逐
字
訳

で
な
く
、

格

調

の
あ

る
漢

文

調
で
、

い
わ

ゆ
る

思
軒

独
特

の

〈
周

密
文

体
〉

の
訳

文

で
あ

る
。

中

で
も

『
十

五

　

　
　
　

　
　

　
　

少
年

』
は
当
時

、
若

松
賤

子
訳

の

『
小
公

子
』
(九
〇
)
と

と
も

に

名
訳

と
さ

れ
た

が
、
英

語
訳

か
ら

の
重

訳

で
あ
り

、
必
ず

し

も

訳
出

が
正
確

で
な

く
、

ユ

ニ
ー

ク
な
名

文

で
あ

る
も

の

の
、

今

日
か
ら
す

れ
ば
若

松
訳

の

『
小
公

子

』

の
方

が
翻

訳
と

し

て

の

近
代

的
意
義

は
大

き

い
。　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

(原
　

　
昌
)

　

森

田

た

ま

勤

た
　

一
八
九
四

～

一
九
七
〇

(明
27
～
昭
45
)

随

筆
家

。

旧
姓
村

岡
。

北
海

道
札
幌

生

ま
れ
。

庁

立
札
幌

高
女

在

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ホ　
　　　　　　　　
　　　　　　　ホ

学
中

か

ら
文
学

を
志

し
、

「
少
女

世
界

」
、

「
少
女

之
友

」
の
常
連

　

　
　
　

　

　

投

稿
家

で
、

た
か
ね

会

に
属

し
た
。

上
京

し

て
、
森

田
草

平
門

下

に
入

っ
た

が
、
森

田

七
郎

と
結
婚

し
、

筆
を

絶

っ
た
。

中
年

期

に
な

っ
て
文

学

活
動
を

再

開
し
、

一
九
三

六
年

の

『
も

め

ん

随
筆
』

が

ベ

ス
ト

セ

ラ
ー

に
な
る
。

以
後

『続

も

め
ん
随

筆
』

(
一
九
三
七
)
、
『
随
筆

歳
時

記

』
(三
八
)
、
『
随
筆

ゆ
く

道
』
(
四
六
)
、

『今
昔

』

(
五

一
)
な

ど
、

女
性

の
感

性
を

生

か
し

た
随

筆

を
書

き
、
特

異

な
存
在

に
な

っ
た
。
五

五
年

日
本

エ

ッ
セ
イ

ス
ト

ク

ラ
ブ
賞
受
賞

。

児
童
文

学

の
分

野

に
も

佳
作

を
残

し
、
童

話
集

『
鉛

の
兵

隊
』

(三
九
)
、
再

話
集

『
私

の
ア

ン
デ

ル
セ

ン
』

(
四

二
)
、
少

女
小

説

『石

狩
少

女
』
(四
〇
)
、

『
踊
り

子
草
』
(四

二
)

Ⓒ1988　日本児童文学学会



モ ル ナ ー ル

な

ど

が
あ

る
。

少
女

小

説
は
、

・王
に
北
海

道
を
舞

台

に
、

少
女

の
細

や
か

な
心
情

を

描

い
て

い
る
。　

　

　
　

　

　

(江
刺
昭
子
)

　
森

田
　

博

碣
認

　

一
九

三
二
～
　

(昭

7
～

)

児

童

劇

作

家

。
大

阪
府

堺
市

に
生
ま

れ

る
。
奈
良

学
芸

大
学
芸

術
科

卒
業

。

中

学
校

に
勤

務

の
か
た
わ

ら
、

・王
に
中
学

生
向
け

の
上
演

脚
本

　
　

　
　

ホ

を

書
く

。

日
本
演

劇

教
育

連
盟

会
員
。

主

な
作

品

に

『だ

れ

か

が
よ

こ
し

た
ち

い
さ

な
手

紙
』
(
一
九
八
六
　
日
本
演
劇
教
育
連
盟

第
六
回
演
劇
教
育
賞
)
、
児
童

劇

『
お
お

か
み

が
や

っ
て
き
た

』
(七

三
　
日
本
青
少
年
文
化
セ

ン
タ
ー
作
品
募
集

・文
部
大
臣
賞
)
、
少
年

読

み
物

『恋

の
モ
ー

ツ

ァ
ル
ト

』

(
八
〇
)
な

ど
。

(小
池
タ
ミ
子
)

　
守

田

正

義

動

凝
し

　
森

は
な

鸚

一
九
〇
九
～

(明
42
～

)

児
童

文
学

作

家
。

兵
庫

県

朝
来

郡
和

田

山
町

に
生
ま

れ
、

明
石
女

子
師
範

を

卒
業

し

て
、

三

一
年
間

小
学

校
教

師
を
務

め

る
。

在
職

中

は
、

読
書

・
作

文

・
演

劇
な

ど

の
教
育

研
究

と
実
践

に
励

む
。

退
職

し

て
ず

っ
と
今

も

加
古

川
市

に
住

み
、

児
童
文
学

の
創

作

に
専

念
。

日
本

児
童

文
学

者

協
会

新
人

賞

の

『じ

ろ
は

っ
た

ん
』
(
一

九
七
三
)
、

絵
本

に

っ
ぽ

ん
賞

の

『
こ
ん

こ
ん
さ

ま

に
さ

し
あ

げ

そ
う

ろ
う

』
(八
二
)
な

ど
、
ふ

る
さ

と
但
馬

を
舞

台

に
し
た

、
定

評
あ

る
創
作

童

話

・
物

語
絵

本

が
多

数
あ

る
。　

　

(渋
谷
清
視
)

　

モ
ル
ゲ

ン
シ

ュ
テ

ル

ン
　

ク

リ

ス
テ

ィ
ア

ー

ン

0
ξ
圃ω
鉱
穹

竃
o
『σq
Φ
5
ω
9
ヨ

一
八

七

一
～

一
九

一
四

ド

イ

ツ

の

詩

人

。

ミ

ュ
ン

ヘ
ン
生
ま

れ
。

奇
怪

で
特

異
な

ナ

ン
セ

ン
ス
詩

集

『
絞

首
台

の
歌

』

(
一
九
〇
五
)
で
有

名
。

子

ど
も

の
た
め

の
詩

歌

を

数

々
書

い
た
。

見
る

べ
き
も

の
は
、

フ
ラ

イ
ホ

ル
ト

の
絵

に
作

詩
し

た

『
9
u・討
蓐

§
討

復

活
祭

の
本

』
(〇
八
)
や

歿
後

は
じ
め

て

編
纂

さ
れ

た
詩
集

『映
冷
き

寄
§
簿
§

小

さ
な
イ

ル
ム

ヘ
ン
』

(二

一
)
に
多

い
が

、
大

半
は

不
自

然
な
あ

ど
け

な
さ

ゆ
え

に
今

で
は
あ

ま

り
享
受

さ

れ
な

い
。
若

き

日
は

ニ
ー

チ

ェ
に
、
晩

年

は
R

・
シ

ュ
タ
イ

ナ

ー
に
傾

倒

し
た
。
　

　
　

　

　

(川
西
芙
沙
)

　

モ
ー
ル
ズ

ワ

ー

ス
　

メ

ア
リ

ー

・
L
　

ζ
靉
蔓

　

ピ
o
巳
ω
鋤

ζ

9
Φ
ω
≦
霞
筈

一
八
三
九

～

一
九
二

一　

イ
ギ

リ

ス

の
作
家

。
子

ど
も

を

リ
ア

ル
に
描

い
た
作

品
群

(約

一
〇
〇
冊
)
で
記
憶

さ

れ

る
。

一
八

七
五
年

、
短

編

『
搴

鳴
肉
題
、
隷

ミ

禽

糸
巻

き
妖

精

た
ち
』

で
登

場
し

た
。

教
訓

的
な

内
容

を
残

し
な

が
ら

も
、

楽

し

く

読

め

る

フ

ァ

ン

タ

ジ
i
作

品

『
寒

鳴

G
ミ
ぎ

o

G
ご
簿

カ

ッ
コ
ウ
時

計
』

(
一
八
七
七
)
、

『
搴

鳴
ぎ

鳴
無
遷

匍
8
§

壁

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

ホ

か
け

の
部
屋

』

(
七
九
)
、

(
い
ず
れ
も

ク

レ
イ
ン
の
挿
絵
)
や
、

幼

年

文
学

の
先

駆
的
作

品

『
§

驚
9

遷
ミ

鳶

§

の

彫
刻

の

ラ
イ

オ

ン
』

(九
五
)
な

ど
が
あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　
(三
宅
興
子
)

　

モ

ル
ナ

ー
ル
　

フ

ェ
レ

ン
ツ

]≦
o
ぎ
騨

閃
Φ
器
コ
〇

一
八
七

八

Ⓒ1988　日本児童文学学会



モ ー ロ ア

～

一
九
五
ニ
　

ハ
ン
ガ
リ

ー

の
劇
作

家

、
小
説

家
。
ブ

ダ

ペ
ス
ト

に
生
ま

れ
、
短

編
作
家

か
ら
劇

作
家

と
な

り

、
『
リ
リ

オ

ム
』
(
一

九

一
〇
)
で
国
際
的

な
名
声

を
得

た
。
こ

の
ほ
か
、
『
近
衛

兵

』
(
一

〇
)
、

『
白
鳥

』

(
二
〇
)
、

『
オ
リ

ン
ピ

ア
』

(
二
八
)
な

ど

数
多
く

の
戯
曲

を
書

き
、

欧
米
劇

壇

の
人
気

作
家

と

な

っ
た
が

、
第

二

次

大
戦

前
、

ナ

チ

ス
の
圧
迫
を

避

け
て

ア

メ
リ
カ

へ
亡
命

し

、

戦
後

ニ

ュ
ー

ヨ
ー
ク

で
客

死

し
た
。

小

説

の
分
野

で
は

、
彼

の

生
ま

れ
育

っ
た

ブ
ダ

ペ
ス
ト

の
下

町
を
舞

台

に
、

二
組

の
少

年

た
ち

の
争

い
と
和

解
を

扱

っ
た

『
パ
ー

ル
街

の
少

年

た
ち
』
(
〇

六
)
が
、
少
年

小
説

の
名
作

と
し

て
、
日
本

を

含
む
多

く

の
国

々

で
広
く

読

ま
れ

て

い
る
。　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

(徳
永
康
元
)

　

モ
ー

ロ
ア

ア

ン
ド

レ

〉
巳

み

ζ
靉
霞

9
ω

一
八
八
五
～

一

九
六
七
　

フ
ラ

ン
ス
の
作

家
。
伝

記
、
小

説
、
歴
史

、
評
論

な

ど
、

多
方

面

に
わ
た

る
著
作

が
あ

る

が
、

そ

の
良
識

に
基

づ

い
た
柔

軟
な
文

体

は
、
優

れ
た

児
童

文
学
を

も

生

み
出
し

た
。

こ
と

ご

と
く

対
立
す

る
二
国
を

兄
弟

が
探
検

す

る

『
デ
ブ

の
国

ノ

ッ
ポ

の
国
』
(
一
九
三
〇
)
や
、
何

で
も

願

い
が

か
な

え
ら

れ
る

国

で

の

子
ど
も

の
体
験
を

描

い
た

『
わ

が
ま

ま

い

っ
ぱ

い
の
国
』
(
二
八
)

は
、

い
ず

れ
も

巧
み
な

風
刺

と
諧
謔

に
満
ち

た
幻
想

物

語

で
あ

る
。
　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

(谷

恭
子
)

　

モ

ワ

ッ
ト

　
フ

ァ
ー

レ
イ

閃
餌
二
①
く

ζ
o
≦
讐

一
九

二

一
～

児
童
文

学

の
み
な
ら
ず

、

カ
ナ
ダ
文

学

の
第

一
線

で
活

躍
す

る

児
童
文

学
作

家
。

カ
ナ

ダ
児

童
文
学

の
正
統

に
従

っ
て
、
大

自

　

　
　

　
　
　

　

ネ

然

の
冒
険

物
語

や
動
物

物
語

の
作

品

が
多

い
。

代

表
作

に
、

極

北

の
地

に
迷

っ
た

二
少
年

の
冒

険
談

『
バ

レ
ン
ラ

ン
ド

脱
出

作

戦
』
(
一
九
五
六
)
と
、

続

編

『
バ
イ
キ

ン
グ
墓

の
宝

』
(六
六
)
が

あ

る
。
ペ

ッ
ト
を

主
人

公

に
し

た

ユ
ー

モ
ラ

ス
な
動

物
物

語

に
、

『
犬
に
な

り
た

く
な

か

っ
た
犬

』
(
五
七
)
、

『
ぼ
く

と
く

ら

し
た

フ
ク

ロ
ウ
た
ち

』

(
六

一
)
が
あ

る
。　

　

　

　

　

　

(桂

宥
子
)

　

モ

ン

ヴ

ェ
ル

　
ブ
ー

テ

・
ド

ζ

o
貫

同o
Φ

じu
o
ロ
8
什

血
Φ

ζ
o
コ
<
Φ
一

一
八
五
〇

～

一
九

一
三
　

フ
ラ

ン
ス
の
挿

絵
画

家
。
九

人

兄

弟

の
長

男

と

し

て
、
オ

ル

レ

ア

ン

に
生

ま

れ

る
。

エ

コ

ー

ル

・
デ

・
ボ
ザ

ー

ル
に
学

び
、
歴

史
画

家
、

肖
像

画
家

と
し

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

ホ

て
知
ら

れ
る
よ

う

に
な

る
。

ク

レ
イ

ン
の
『
き

曾

、劬
e

鳴
ミ

幼

な

子

の
オ

ペ
ラ
』
(
一
八
七
七
)
に
刺
激

さ

れ
、
絵
本

の
仕

事

に
入

る
。

一
八
八

〇
年

に
創
刊

さ
れ

た

「
サ

ン

・
ニ
コ
ラ
」

に

迎
え

ら

れ
挿
絵

を
連

載
。

『
ミ

ミ

§

G
ぎ

蕊
§

砺
ミ

肉
§

§
の

フ
ラ

ン

ス
の
童

唄

と

ロ
ン
ド
』

(八
二
)
、

『
Q
§
蕊
o
譱

§

ぎ

ミ

驚

唐

ミ

§

譜

議
誘

ぎ

ミ

ミ
・゚

子
ど
も

の
た

め

の

フ
ラ

ン
ス

の

う

た
』

(八
三
)
に
み

ら
れ

る
繊
細

で
小

粋

な
表

現

は
、

ク

レ
ィ

ン

の
影

響
を

脱

し

て
独

自

の
も

の
と

な

っ
て

い
る
。

『隷

ぴ
§

忘

ミ
・゚凡Q
G・
芍
o
ミ

§

鳴
ミ
§

討

子

ど
も

た
ち

に
選
ん

だ

ラ

・
フ
ォ

ン
テ
ー

ヌ

の
寓

話
』
(八
八
)
の
抑

え
た
色

調
も

捨

て
難

い
が
、
何

と

い

っ
て
も
最

高

の
傑
作

は
故

郷
オ

ル
レ
ア

ン
の
聖
処

女
を

描

い
た

『
ジ

ャ

ン
ヌ
・ダ

ル
ク
』
(九
六
)
で
あ

る
。

ほ

か
に

『黜

凡ミ

丶
§
ミ

◎
蹄

駄
≦
§

恕

ア

ッ
シ

ジ
の
聖

フ
ラ

ン
シ
ス
』

(
一
九

一

　
　
　

ホ

ニ
)
や

、

フ
ラ

ン
ス

の

『わ

れ
ら

の
子

ど
も

た
ち

』

『少

年
少
女

』

(
一
八
八
六
)
の
絵

も
忘

れ
難

い
。　

　

　
　

　

　

(石
沢
小
枝
子
)
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モ ン コ メ リ

　

モ

ン
ゴ

メ
リ

　
ル
ー

シ
ー

・
M

い
9

賓

ζ
き

山

ζ
o
コ
壁

σq
o
ヨ
Φ
蔓

一
八
七
四

～

一
九

四
ニ
　

カ

ナ

ダ

の
作

家
。

プ

リ

ン

ス

.
エ
ド

ワ
ー

ド
島

の
ク

リ

フ
ト

ン
に
生

ま
れ

る
。
生

後

二

一

カ
月

で
母
親

と

死
別

し
、

キ

ャ
ベ
ン
デ

ィ

ッ
シ

ュ
に
住

む
母
方

の
祖

父
母

に
引
き

取

ら
れ

た
。

一
八

九
四

年
教
師

の
資

格
を

取

得

。　
一
時
、

ハ
リ

フ

ァ

ッ
ク

ス

の
ダ

ル

ハ
ウ
ジ
ー

大
学

で
英
文

学

を
学

ぶ

が
、
九

八
年

祖

父

が
亡
く

な
る

ま
で
教

師
を
す

る

か

た

わ

ら
文
筆

活
動

に

励
む
。

そ

の
後

は
、

祖
母

の
世
話
を

す

る

た

め
キ

ャ
ベ

ン
デ

ィ

ッ
シ

ュ
へ
戻

っ
た
。
一
時
、
一
九
〇

一
～
〇

二
年
ま

で

ハ
リ

フ

ァ

ッ
ク

ス

の

「
デ
イ

リ

ー

・
エ
コ
ー
」

誌

の

記

者
を
務

め

た
。

一
一
年

に
祖
母

が

亡
く
な

る
と
、

一
〇
年
来

交

際

を

続

け

て
き

た

長

老

派
教

会

牧

師

マ
ク

ド
ナ

ル
ド

と

結

婚
。
オ

ン
タ

リ
オ
州

で
二
人

の
息

子
を

養
育

し
な

が
ら
、
母

親
、

牧

師

の
妻

、
作

家

と
し

て
活

躍
し

、
四

二
年

六
八
歳

で
死

去
し

た
。

自
叙

伝

『険

し

い
道
』
(
一
九
七
四
)
が
あ

る
。

モ

ン
ゴ
メ
リ

は
幼

い
こ
ろ
よ

り
作

家
志

望

で
あ

っ
た

が
、

〇
八
年

『
赤
毛

の

ア

ン
』

の
出
版

に
よ

り
、

一
躍
有

名
と

な

っ
た

。
同
時

代

に
ア

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

ホ

メ

リ
カ

で
流
行

し

た

一
連

の
少

女

小
説

や
家
庭

物
語

と
比
較

し

て
も

「
ア

ン
」

は
個

性
的

で
実

在
感

が
あ

り
、

現
在

に
至

る
ま

で
人

気

が
高

い
カ
ナ

ダ
を

代
表

す

る
児
童

文
学
作

品

で
あ

る
。

そ

の
後
も

、

モ

ン
ゴ
メ
リ

は
精

力
的

に
続

編
を
書

き
続

け

『
ア

ン
の
青

春

』
(〇
九
)
か

ら

『
ア

ン
を

め
ぐ

る
人

々
』
(四
二
)
ま

で
、

ア

ン

・
ブ

ッ
ク

ス
は

一
〇

冊
を

数
え

る
。

ア

ン
よ

り
も

、
作

者

の
自
伝

的
要

素

が
強

い
と

い
わ

れ

る
少
女

エ
ミ

リ
ー
を

主
人

公

と
し

た

エ
ミ
リ

i

・ブ

ッ
ク

ス
に
は
、

『可

愛

い

エ
ミ
リ

ー
』
(
二

一
)
の
ほ
か
二
作

が
あ

る
。

そ

の
ほ
か

の
作
品

に

『
果
樹

園

の
セ

レ
ナ

ー
デ
』

(
一
〇
)
、

『
ス
ト
ー

リ
ー

・
ガ

ー

ル
』

(
二

)
、

『
マ

リ
ー

ゴ
ー

ル
ド

の
魔

法

』

(
二
九
)
、

『銀

の
森

の
パ

ッ
ト
』

(三

三
)
、
『
丘

の
家

の
ジ

ェ
ー

ン
』
(三
七
)
な
ど

が
あ

る
。
大

人
向

け

の
小
説

と
し

て

『
青

い
城
』

(
二
六
)
と

『も

つ
れ

た
蜘
蛛

の
巣

』

(=
=

)
、

詩
集

に

『
夜
警

』
(
一
六
)
が
あ

る
。

八
五
年

、

こ
れ
ま

で
未

公

開

で
あ

っ
た

モ

ン
ゴ

メ
リ

の
日

記

の
出
版

が
開

始

さ

れ
、
従

来
書

簡
集

や
伝

記
な

ど

で
し

か
う

か
が
え
な

か

っ
た

モ

ン
ゴ

メ
リ

の
実
像

が
明

ら

か

に
な

り

つ
つ
あ

る
。

[
赤
毛

の
ア

ン
]
勢

げ
の

郎
§
ミ

黛

O
盡
§

象

魅
隷
・゚
　
小

説
。

一
九
〇

八
年
。

農
作

業

の
手

助
け

に
孤

児
院

か
ら
男

の
子

を
引

き

取
る

は
ず

の
老

兄
妹

の
と

こ
ろ

に
、

間
違

っ
て
赤

毛

で
そ
ば

か
す

だ

ら
け

の
少
女

が
送
ら

れ

て
き
た

。

こ

の
少
女

ア

ン
は
、

快
活

さ

と
豊

か
な
想

像
力

を
も

っ
て
常

に
逆
境

を
克

服
し

、
す

ば
ち

し

い
女
性

に
成

長

し

て

い
く
。

プ

リ

ン

ス

・
エ
ド

ワ
ー
ド

島

の
美

し

い
自

然
描

写

と
ア

ン
を
取

り
巻

く
人

々
の
優

れ

た
性

格
描

写

が
作

品

の
魅

力
を

増

し
て

い
る
。

少
女

小
説

・
女
性

小

説
を

好

む
日
本

人
女

性

の
読
書

傾
向

に
合

致
す

る
た

め
か

、
五

二
年

に
邦

訳
さ

れ

て
以
来

、
熱

狂
的

な
愛

読
者

が
多

い
。

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

(桂
　
宥
子
)
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